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20131002現代政治戦略研究会議事録 

「アベノミクスの経済効果並びに中小企業再生への道のり 
 ～金融・財政政策から民間主導による再生へのストーリー～」 
 
 

日 時：2013年 10月 2日（水）19:00－21:00 

場 所：東京・竹橋 ちよだプラットフォームスクウェア 

発表者：木原誠二さん（衆議院議員、外務大臣政務官）  

参加者：参加者 22人（発表者除く） 

（財務コンサルタント、公共経営コンサルタント、会社経営者、会社員、新聞記者、

地方議員、公務員、大学生、ＮＰＯ法人理事長、弁護士、公認会計士、行政書士・

司法書士など） 

 
 
目 次： 
０．はじめに 
１．マクロ的に絶好調な経済 
２．その要因は・・・、適切なマクロ政策 
３．今後のカギは？ 
４．そして、最大の課題 ～ 中小・小規模事業者対策 
５．まとめ 
 
 
発 表： 
０．はじめに 
・自民党の金融調査会事務局長、経済再生本部主査、中小小規模事業者調査会幹事を務めてき

ました。 
 
１．マクロ的に絶好調な経済 
・マクロ的に絶好調な日本経済。一言でいえば、うまくいっている。数字が物語っている。数

字上は効果が出ている 
 
２．その要因は・・・、適切なマクロ政策 
・その要因は金融政策。財政政策では景気対策にはならないのは世界の常識。安倍政権でやっ

と世界に追い付く 
・たいへん重要なことは安倍政権にて経済の司令塔である経済財政諮問会議を復活させたこと。

会社でいえば経営企画部を復活したということで、経理部が経営の主導権を握っている会社

はたいがいダメ。国でいえば財務省が主導権を握っていてはダメ。 
・成長戦略は短期的には経済的にマイナス、成長力を削ぐこともある。成長戦略は中長期的に

は好影響となるもので、じっくり取り組む必要がある。 
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・安倍政権の四本目の柱は都市政策。自民党は農村政党。都市からお金を収集して、地方に分

配するというのがテーゼ。このテーゼとの併存にて都市政策に重点を置く 
 
３．今後のカギは？ 
・今後のカギは「賃金」。マクロ的にはうまくいっているが、社会的な分配ができているかは疑

問。ここがうまくいかないとアベノミクスはうまく言ったとはいえない 
・法人税減税を行う代わりに、年末までに賃金が上がる仕組み作りをいかに行うかが焦点。現

状、賃金が重要なファクターになっている。 
・賃金について特に焦点となるのがサービス産業（GDP の７割を占める）。製造業は春闘など

賃金を上げる仕組みがあるが、サービス産業にはない 
・サービス産業の賃金については認識が薄い。死角といえる。が、ここを行わないと。賃金全

体は上がらない 
・サービス産業は消費税の影響が一番大きいところでもある。自動車、住宅は大規模な消費税

対策がなされている。しかし、サービス産業、中小企業はかなり影響が出る 
 
４．そして、最大の課題 ～ 中小・小規模事業者対策 
・もう一つの大きな課題は中小・小規模事業者対策。中小企業が復活しないと日本の復活はな

い。 
・中小・小規模といっても、二つの側面がある。一つは既存の中小小規模事業者、もう一つは

いわゆるベンチャー。 
・純粋ベンチャーという意味では、エンジェル税制は使い勝手が悪い。ベンチャーファンドへ

企業が出資する場合もエンジェル税制を適用できないか。 
・また、既存の企業が第二創業としてベンチャーになることを支援するのも大切。第二創業の

ほうが成功確率が高い。ここにエンジェル税制を活かすことも考える必要。 
・ベンチャーや中小・小規模事業者に公共調達／入札の優先枠を設けられないか。 
・なお、金融面の対応はだいぶ前進した。金融庁はかなり取り組んでいる。ちゃんと貸し出し

ているか？へ検査マニュアルは１８０度転換。さらに、貸出プラス１を評価する。 
・認定支援機関を強化したい。評価し、格付けを行いたい。良い結果のある人に良い仕事が行

くようにしたい 
 
５．まとめ 
・アベノミクスに死角もあるがまだ９ヵ月。これからが勝負。賃金対策、中小企業対策、そし

て、サービス産業対策を充実させていくことがとても重要 
 
 

以上 


